










































































































































































































































































































令和 4 年 9 月 30 日 

北海道電力株式会社 

－1－ 

泊発電所３号炉 審査取りまとめ資料 

比較対象プラントの選定について 

本資料は、泊発電所３号炉（以降、「泊３号炉」という。）のプラント側審査において地震・

津波側審査の進捗を待つ期間があったことを踏まえた、審査取りまとめ資料（以降、「まとめ

資料」という。）の比較対象プラントの選定について整理を行うものである。 

⚫ 整理を行う経緯は、以下の通り

➢ 泊３号炉のプラント側審査が地震・津波側審査の進捗待ちとなった期間において、他

社プラントの新規制基準適合性審査が実施され、まとめ資料の充実が図られた。

➢ 泊３号炉が、まとめ資料一式を提出した 2017年 3月時点での新規制基準適合性審査

は PWRプラントが中心であったが、現在は BWRプラントが中心となっており、そ

れぞれの炉型の審査結果が積み上がった状況にある。

➢ 泊３号炉は PWR であり、PWR 特有の設備等を有することから、まとめ資料に先行

の審査内容を反映する際には、単純に直近の許可済み BWRプラントを反映するので

はなく、適切な比較対象プラントを選定した上で反映する必要がある。

⚫ 比較対象プラントを選定する考え方は、以下の通り。

【基準適合に係る設計を反映するために比較するプラント（基本となる比較対象プラント）

選定の考え方】 

各条文・審査項目の要求を満たすための設備構成・仕様、環境、運用を踏まえ、許可済

みプラントの中から、新しい実績のプラントを選定する。具体的には以下の通り。 

✓ 炉型に拠らず共通的な内容については、泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時

点（2021年 7月）で直近に許可済みであった女川２号炉を比較対象として先行審査

知見の取り込みを行う。なお、同時期に審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を

受けた島根２号炉については、女川２号炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号

炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を示すために必要なものは反映する。

✓ 炉型固有の設備等を有する場合については、PWR プラントの新規制基準適合性審

査の最終実績である大飯３/４号炉を選定する。

✓ 個別の設計事項に相似性がある場合（例えば３ループ特有の設計等）、大飯３/４号

炉以外の適切なプラントを選定する。

【先行審査知見※１を反映するために比較するプラント選定の考え方】 

炉型に拠らないことから、まとめ資料を作成している時点で最新の許可済プラントと

する。具体的には以下の通り。 

✓ 泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時点（2021年 7月）で直近に許可済みであ

った女川２号炉を比較対象として先行審査知見の取り込みを行う。なお、同時期に



－2－ 

審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を受けた島根２号炉については、女川２号

炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を

示すために必要なものは反映する。 

※１ 主な事項は、以下の通り

✓ これまでの審査の中で適正化された記載

✓ 基準適合性を示すための説明の範囲、深さ

✓ 設置（変更）許可申請書に記載する範囲、深さ

⚫ 上述に基づく検討結果として、「基準適合に係る設計」と「先行審査知見」を反映するた

めに選定した比較対象プラント一覧とその選定理由を別紙１に、条文・審査項目毎の詳

細を別紙２に示す。

➢ 別紙１：比較対象プラント一覧

➢ 別紙２：比較対象プラント選定の詳細

以上 



別紙1

比較対象 選定理由

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉
４４条以降のSA設備の多くがPWRプラント設計を

踏まえたものであるため
女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 重大事故等への対応に用いる具体的な手順の類似 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 BWRの方が記載内容が充実しているため 大飯３／４号炉 女川ー泊ー大飯

島根２号炉 最新審査実績のため 島根２号炉 島根

技術的能力（添付書類五） －

品証（添付書類十一） －

プ

ラ

ン

ト

S

A

共

通
火災（第41条） 概ね説明済み

設

備

・

技

術

的

能

力

1.0 43条 共通（1.0.2（保管アクセス）以外） 概ね説明済み

1.19 62条 通信連絡 概ね説明済み

1.17 60条 監視測定 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

S

A

通信連絡設備（第35条） 概ね説明済み

監視設備（第31条） 概ね説明済み

内部火災（第8条） 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

D

B

基準適合に係る設計を反映するための比較
先行審査知見を反映

するための比較対象
比較表の様式主な審査項目 ステータス

●大飯３／４号炉 ●女川２号炉 ●それ以外の場合

凡例

上段：設備まとめ資料

下段：技術的能力まとめ資料

比較対象プラント一覧



比
較
対
象
プ
ラ
ン
ト
選
定
の
詳
細
（

DB
条
文
）
 

別
紙

2 

【
８
条
：
内
部
火
災
】

 

項
目
 

内
容
 

基
準
適
合
に
係
る
設
計
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

大
飯
３
／
４
号
炉
 

具
体
的
理
由
 

泊
の
資
料
構
成
は
先
行
し
て
審
査
を
実
施
し
て
き
た

P
W
R
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

P
WR

プ
ラ
ン
ト
特
有
の
設

計
,系

統
構
成
及
び
設
備
に
関
す
る
記
載
（
主
な

P
WR

特
有
の
記
載
：
C
/
V
の
火
災
防
護
対
策

,系
統
分
離
（

P
WR

は
A
系

,B
系
の
分
離
、

BW
R
は
区
分
Ⅰ

,Ⅱ
,Ⅲ

の
分
離
））

に
つ
い
て
は

P
WR

と
B
WR

で
異
な
り
、
横
並
び

で
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

PW
R
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
の
基
準
へ
の
適
合
性
を
網
羅
的
に
比
較
す
る
観

点
か
ら
、
大
飯
３
／
４
号
炉
を
比
較
対
象
と
し
て
選
定
す
る
。
ま
た
、
同
様
に

S
A
設
備
の
火
災
防
護
対
策

を
記
載
し
て
い
る
４
１
条
に
つ
い
て
も

PW
R
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
大
飯
３
／
４
号
炉
を
比
較
対
象
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
８
条
も
同
様
な
比
較
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
防
護
対
策
全
体
と
し
て
の
適
合
性
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

先
行
審
査
知
見
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

女
川
２
号
炉
 

反
映
す
べ
き
知
見
を
 

得
る
た
め
の
主
な
方
法
 

①
比
較
表
に
よ
る
比
較
：
比
較
表
に
掲
載
し
、
先
行
審
査
知
見
（
基
準
適
合
上
で
考
慮
す
べ
き
事
項
、
記

載
内
容
の
充
実
を
図
る
べ
き
点
）
の
比
較
・
整
理
を
行
う
。（

文
言
単
位
の
比
較
は
行
わ
な
い
）

②
資
料
構
成
の
比
較
：
当
該
条
文
の
ま
と
め
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
比
較
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

必
要
と
判
断
し
た
資
料
を
追
加
す
る
。

（
当
該
方
法
の
選
定
理
由
）
 

①
PW
R
プ
ラ
ン
ト
特
有
の
設
計
,
系
統
構
成
及
び
設
備
に
特
化
し
た
記
載
（
主
な

P
WR

特
有
の
記
載
：

C
/
V

の
火
災
防
護
対
策

,系
統
分
離
（

PW
R
は

A
系

,
B
系
の
分
離
、
B
W
R
は
区
分
Ⅰ
,
Ⅱ
,
Ⅲ
の
分
離
））

に
つ
い

て
は
、
女
川
２
号
炉
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
比
較
表
形
式
で
の
比
較
に
よ
り
先
行
審
査
知
見
の
確
認

が
可
能
な
た
め
。

②
資
料
の
文
章
構
成
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
資
料
構
成
の
比
較
・
整
理
に
よ
り
基
準
適
合
性
の
説

明
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
充
足
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
。



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第8条 火災による損傷の防止

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

2. 火災による損傷の防止 ２ ． 火災による損傷の防止

（別添資料−１）女川原子力発電所２号炉 火災防護について （別添１）設置許可基準規則等への適合状況説明資料（ 火災防護について）

火災防護に係る審査基準への適合性について ○ ○

添付資料１ 女川原子力発電所 ２号炉における漏えいした潤滑油又は燃料油の拡大防

止対策について (〇)→〇 ×→〇

まとめ資料：網羅的な基準適合性の説明に必要と判断した

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

添付資料２ 女川原子力発電所 ２号炉における難燃ケーブルの使用について

(〇) ×→〇

泊は「資料3ケーブルの難燃性等」にて安全機能を有する機

器等に使用しているケーブル及びその試験結果について詳細

に記載していることから不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料３ 女川原子力発電所 ２号炉における不燃性又は難燃性の換気フィルタの使

用状況について (〇)→〇 ×→〇

まとめ資料：網羅的な基準適合性の説明に必要と判断した

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

添付資料４ 女川原子力発電所 ２号炉における保温材の使用状況について

(〇) ×→〇

女川は「平成12年建設省告示第1400号」で不燃材料として定

められた材料を記載しており、泊においても「別添1本文」

に同様に「平成12年建設省告示第1400号」に定められた材料

を使用する設計とすると記載しており、その材料を改めて記

載する必要はないと考えていることから不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料５ 女川原子力発電所 ２号炉における建屋内装材の不燃性について

(〇)→〇 ×→〇

まとめ資料：網羅的な基準適合性の説明に必要と判断した

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

添付資料６ 女川原子力発電所 ２号炉における消火用非常照明器具の配置図
(〇) ×→〇

泊では非常用照明の配置は「資料5 添付資料13」に記載があ

ることから本項での記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料７ 女川原子力発電所 ２号炉における中央制御室の排煙設備について

(〇) ×→〇

泊では中央制御室の排煙設備に関する記載は「資料6 添付資

料9」に記載があることから本項での記載は不要と判断し

た。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料８ 女川原子力発電所 ２号炉における新燃料貯蔵庫未臨界性評価について

×→〇 ×→〇

まとめ資料：網羅的な基準適合性の説明に必要と判断した

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

参考資料１ 女川原子力発電所 ２号炉における潤滑油及び燃料油の引火点，室内温度

及び機器運転時の温度について
参考資料1 潤滑油及び燃料油に引火点、室内温度及び機器運転時の温度について ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料２ 女川原子力発電所 ２号炉における重要度の特に高い安全機能を有する系

統の火災防護
×→〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料３ 女川原子力発電所 ２号炉における水密扉の止水機能に対する火災影響に

ついて
×→〇 ×→〇

まとめ資料：女川まとめ資料との3連比較表にて抽出された

相違箇所であり、資料の追加作成が必要

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

参考資料４ 女川原子力発電所 ２号炉における配管フランジパッキンの火災影響につ

いて
× ×→〇

女川は配管フランジパッキンについて直接加熱を実施し、火

災影響評価を実施しているが、配管フランジパッキンは狭隘

部に設置され、直接火炎に晒されることはないと整理してお

り、不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料2 火災区域又は火災区画に設置するガスボンベについて ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料3 火災感知設備及び消火設備に関する自然現象の考慮について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料2 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な機器の選定について 資料１ 原子炉の安全停止に必要な機器の選定について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 女川原子力発電所 ２号炉における「重要度分類審査指針」に基づく原子炉

の安全停止に必要な機能及び系統の抽出について
〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な機能を達成す

るための系統
添付資料２ 系統図 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉における換気空調設備の「原子炉の安全停止に必

要な機器」への抽出について
添付資料４ 換気空調設備について 〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況
比較表を作成していない理由

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

資料１ 女川原子力発電所 ２号炉の設計基準対象施設における火災防護に係る基準規則等



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第8条 火災による損傷の防止

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況
比較表を作成していない理由

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

添付資料4 女川原子力発電所 ２号炉における非常用母線間の接続に対する他号炉への

影響について

(〇) ×→〇

泊3号炉の非常用母線は他号炉に接続されていない。また、

「別添1本文」に電気系統の保護系電気及び遮断器の設置状

況、「資料6」に系統分離対策を記載しており、電源設備に

ついてはA系とB系を3時間耐火壁にて分離していることを記

載しているため、本項への記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料5 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な機能を達成す

るための機器リスト
添付資料３ 泊発電所３号炉火災防護対象機器リスト ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料6 女川原子力発電所 ２号炉における火災防護と溢水防護における防護対象の

比較について

添付資料７ 火災防護と溢水防護における防護対象の比較について
〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料1 女川原子力発電所 ２号炉における配管フランジパッキンの火災影響につい

て
× ×→〇

女川は配管フランジパッキンについて直接加熱を実施し、火

災影響評価を実施しているが、泊は配管フランジパッキンは

狭隘部に設置され、直接火炎に晒されることはないと整理し

ており、不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 運転状態の整理 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料２ 放射性物質を貯蔵する機器等の選定 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料５ 原子炉停止評価について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料3 女川原子力発電所 ２号炉における火災区域，区画の設定について 資料２ 火災区域、区画の設定について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準」及び

「原子力発電所の内部火災影響評価ガイド」（抜粋） × ×→〇

火災防護審査基準及び火災影響評価ガイドの抜粋のみを記載

しており、基準適合に関する方針等を記載したものではない

ため、記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な機器等の配置

を明示した図面
添付資料２ 火災区域・区画図 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉におけるファンネルを介した火災発生区画からの

煙等の流入防止対策について
(〇) ×→〇

泊では「資料6添付資料2」に記載していることから本項での

記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 火災区域・区画一覧 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料３ 火災荷重の算出方法について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料4 女川原子力発電所 ２号炉における安全機能を有する機器に使用するケーブルの難燃性について資料３ ケーブルの難燃性等 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 女川原子力発電所 ２号炉におけるケーブルの損傷距離の判定方法について
添付資料１ ケーブルの損傷距離の判定方法について ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における一部の同軸ケーブルの延焼防止性につい

て (〇) ×→〇

泊では「資料6添付資料11」に核計装ケーブルの延焼防止性

について記載していることから本項での記載は不要と判断し

た。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料２ 実証試験結果詳細 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料1 ケーブルの延焼性に関するIEEE383 の適用年版 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料2 女川原子力発電所 ２号炉におけるIEEE383垂直トレイ燃焼試験における残

炎時間の取扱いについて (〇) ×→〇

泊でも女川と同様の判定基準にて確認しているが、「資料

3」に参考として残炎時間も記載していることから不要と判

断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料４ 火災感知設備 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準（抜粋）

× ×→〇

火災防護審査基準及び火災影響評価ガイドの抜粋のみを記載

しており、基準適合に関する方針等を記載したものではない

ため、記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 光ファイバ温度センサーを利用した感知器の設備仕様および性能評価試験

結果について
○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料２ 火災感知器リスト ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料５ 原子炉格納容器内に設置する火災感知器について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉における高感度煙検出設備の特徴等について
× ×→〇

泊では高感度煙検出設備は使用していないため記載不要と判

断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料５ 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な構築物，系統及び機

器が設置される火災区域又は火災区画の火災感知設備について

参考資料1 女川原子力発電所 ２号炉におけるケーブルの延焼性に関するIEEE383の適

用年版について

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における火災感知器の基本設置方針について



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第8条 火災による損傷の防止

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況
比較表を作成していない理由

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

添付資料4 女川原子力発電所 ２号炉における火災感知器の配置を明示した図面
添付資料３ 火災感知器の配置図 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料４ 防爆型電気機器の使用 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料５ 消火設備 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準（抜粋）

× ×→〇

火災防護審査基準及び火災影響評価ガイドの抜粋のみを記載

しており、基準適合に関する方針等を記載したものではない

ため、記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉におけるガス消火設備について
添付資料１ ハロゲン化物消火設備 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉におけるガス消火設備等の耐震設計について
添付資料４ 消火設備の地震時の機能維持 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料4 女川原子力発電所 ２号炉におけるガス消火設備の動作に伴う機器等への影

響について
添付資料５ ハロゲン化物消火設備の動作に伴う機器等への影響 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料5 女川原子力発電所 ２号炉における狭隘な場所へのハロン消火剤の有効性に

ついて
添付資料３ 狭隘な場所へのハロン1301 の有効性について ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料6 女川原子力発電所 ２号炉におけるガス消火設備の消火能力について
添付資料２ ハロゲン化物消火設備の消火能力 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料7 女川原子力発電所 ２号炉における消火設備の必要容量について
(〇) ×→〇

泊では「資料5本文」に記載していることから本項での記載

は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料8 女川原子力発電所 ２号炉における消火栓配置図並びに手動消火の対象とな

る低耐震クラス機器リスト
添付資料１３ 消火困難・系統分離エリア、消火栓及び照明器具の配置を明記した図面 〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料9 女川原子力発電所 ２号炉における移動式消火設備について

×→〇 ×→〇

まとめ資料：女川まとめ資料との3連比較表にて抽出された

相違箇所であり、資料の追加作成が必要

比較表：最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したこ

とを示すため

添付資料10 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉建屋通路部の消火方針について

× ×→〇

女川は常時開の機器ハッチを有する通路部が存在するため、

その火災区画の消火に関して個別記載しているが、泊の機器

ハッチには同様な常時開のものはなく、閉鎖されていること

から記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料11 女川原子力発電所 ２号炉における安全機能を有する構築物，系統及び機

器周辺の可燃物等の状況について

添付資料１４ 煙の充満により消火活動が困難とならない火災区域又は火災区画の可燃

物について
○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料６ イナートガス消火設備 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料７ 二酸化炭素消火設備（ディーゼル発電機室及び燃料油サービスタンク室） ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料８ 二酸化炭素消火設備（固体廃棄物貯蔵庫） ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料９ ディーゼル発電機の二酸化炭素消火設備の作動 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１０ 消火配管の凍結防止対策、地盤変位対策について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１１ 消火配管の地盤変位対策に対する耐震評価について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１２ 消火用水系統図 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料7 女川原子力発電所 ２号炉における火災防護対象機器等の系統分離について 資料６ 火災防護対象機器等の系統分離 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 女川原子力発電所 ２号炉における火災の影響軽減のための系統分離対策に

ついて × ×→〇

本資料は、女川原子力発電所 ２号炉における火災の影響軽減

のための系統分離対策について、検討過程で考慮した事項を

補足的に整理したもののため、記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における電動弁の回路評価について

× ×→〇

本資料は、女川原子力発電所 ２号炉における火災の影響軽減

のための系統分離対策について、検討過程で考慮した事項を

補足的に整理したもののため、記載不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料6 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉の安全停止に必要な構築物，系統及び機器

が設置される火災区域又は火災区画の消火設備について



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第8条 火災による損傷の防止

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況
比較表を作成していない理由

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉における運転員の手動操作について

× ×→〇

女川は系統の弁、ダンパの区分が互い違いになっている箇所

があるため、片方の区分の機能が喪失した場合の手動操作に

ついて記載しているが、泊はA系とB系が分離されており、同

様な互い違いとなっている系統が存在しないため記載不要と

判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料4 女川原子力発電所 ２号炉における火災区域又は火災区画の系統分離対策フ

ロー
× ×→〇

泊では影響軽減対策にて実施する系統分離対策については、

現場の耐火壁の耐火能力や機器の配置等を考慮して系統分離

対策の3方策から選択しており、複雑な判断は発生しないこ

とからフローの記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 耐火壁、貫通部シール、防火扉及び防火ダンパの耐火性能 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料６ 泊発電所３号炉 火災による非加熱面側の機器への影響について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料6 女川原子力発電所 ２号炉における1 時間耐火隔壁等の火災耐久試験につい

て
添付資料４ 隔壁について 〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料7 女川原子力発電所 ２号炉における自動消火設備について
(〇) ×→〇

泊は消火設備の詳細は「資料5」に記載していることから、

本項での記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料8 女川原子力発電所 ２号炉における中央制御盤内の分離について
添付資料７ 中央制御盤内構成部品の実証試験 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料9 女川原子力発電所 ２号炉における中央制御室のケーブルの分離状況

× ×→〇

泊はフロアケーブルダクト構造となっており、A系とB系につ

いては影響軽減対策のうちの一つである、3時間耐火壁に

よって分離していることから、個別の記載は不要と判断し

た。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料10 女川原子力発電所 ２号炉における中央制御盤の火災を想定した場合の対

応について (〇) ×→〇

女川は中央制御盤が1面のみ機能喪失した場合においても原

子炉の安全停止が可能なことを記載しているが、泊は「資料

6本文」に記載していることから、本項での記載は不要。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料２ 排水用目皿を介した火災発生区域（区画）からの煙等の流入防止対策につ

いて
○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料３ 海水管ダクト内の火災影響軽減対策について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料５ 火災区域又は火災区画の影響軽減方法を明示した図面 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料８ 中央制御盤に設置する火災感知器の検討について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料９ 中央制御室の排煙設備について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１０ 中央制御室火災時の消火体制 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１１ 核計装用ケーブルの延焼防止性について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１２ 原子炉格納容器内火災の消火方法について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１３ ウォーターミストの消火機構と有効な適用方法に関する研究報告書 分

冊２（抜粋）
○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１４ 原子炉格納容器内へのアクセスルートの確認 ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１５ 原子炉格納容器内のケーブルトレイへの鉄製の蓋を設置する範囲につい

て
○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料8 女川原子力発電所 ２号炉における原子炉格納容器内の火災防護について (〇) ×→〇

女川は本資料に原子炉格納容器内の火災防護について本資料

に記載しているが、泊は「資料6」の中に記載しているた

め、本資料での記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

〇 ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 女川原子力発電所 ２号炉における「重要度分類審査指針」に基づく放射性

物質の貯蔵又は閉じ込め機能並びに系統の抽出について
〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を達

成するための機器リスト
〇 ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準」（抜

粋）
× ×→〇

本資料は、基準適合に関する方針等を記載したものではない

ため、記載は不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

資料9女川原子力発電所 ２号炉における放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する構築

物，系統及び機器の火災防護対策について

添付資料5 女川原子力発電所 ２号炉における3 時間耐火壁及び隔壁等の火災耐久試験

について



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第8条 火災による損傷の防止

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況
比較表を作成していない理由

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

資料１０ 女川原子力発電所 ２号炉における内部火災影響評価について 資料７ 火災影響評価について ○ ×→〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料1 女川原子力発電所 ２号炉における火災区画番号について
(〇) ×→〇

泊は「資料2添付資料1」に記載があるため、本項での記載は

不要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料2 女川原子力発電所 ２号炉における内部火災影響評価に係る安全停止パスに

必要な系統について
(〇) ×→〇

泊は「資料7本文」に記載があるため、本項での記載は不要

と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料3 女川原子力発電所 ２号炉の火災区画特性表の例
添付資料１ 火災区画特性表（例） ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料4 女川原子力発電所 ２号炉における隣接火災区画への火災伝播評価結果
添付資料２ 泊発電所３号炉 火災影響評価結果 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料5 女川原子力発電所 ２号炉における隣接火災区画に影響を与える火災区画の

火災影響評価
添付資料２ 泊発電所３号炉 火災影響評価結果 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料6 女川原子力発電所 ２号炉における火災区画内の火災影響評価結果
添付資料２ 泊発電所３号炉 火災影響評価結果 ○ ×→〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

参考資料1 女川原子力発電所 ２号炉における内部火災により想定される事象の確認結

果
(〇) ×→〇

女川は本項に「女川原子力発電所2号炉における内部火災に

より想定される事象の確認結果」を記載しているが、泊は

「資料1添付資料5」に記載しているため、本項での記載は不

要と判断した。

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

3. 運用，手順能力説明資料 ３ ． 技術的能力説明資料

（別添資料−２）火災による損傷の防止 （別添２）火災による損傷の防止 ○ ○
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため
4. 現場確認プロセス ４ ． 現場確認プロセス − −

（別添３）火災防護に係る等価時間算出プロセスについて ○ ○
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 等価時間の算出プロセス 〇 〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料２ 恒設機器及びケーブル物量調査結果サンプル 〇 〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料３ 資機材（常設物）調査結果サンプル 〇 〇
最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

添付資料１ 女川原子力発電所２号炉の火災区画特性表の例
添付資料４ 火災荷重評価 結果一覧表サンプル 〇 〇

最新審査実績を取り込むために網羅的に比較したことを示す

ため

(別添資料−３)女川原子力発電所２号炉 火災防護に係る等価時間算出プロセスについて



８条 火災による損傷の防止

本文 資料１～７
（資料１～１０）

別添１
（別添資料ー１）

別添２
（別添資料ー２）

別添３
（別添資料ー３）

※（）書きは泊と女川で資料名が異なる場合の女川の資料名称
破線の四角は泊になく、女川にしかない資料

資料構成 資料概要 比較表を作成していない理由

本文 設置変更許可申請書本文及び添付書類八に記
載する内容を記載した資料

別添１ 内部火災による損傷の防止を説明する資料

資料１～
７

内部火災の対策、火災影響評価を説明する資
料

別添２ 内部火災に関わる運用、手順を説明する資料

別添３ 火災防護に係る等価時間算出プロセスについ
て説明する資料

泊３号炉 比較表の作成範囲

泊3号作成範囲

女川2号作成範囲

比較表作成範囲
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